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第二次大戦前後の教育法規と問題点

工藤市兵衛

On the problems of Educatinallaws and regulations 

in the epoch erstwhile the Second W orld War 

Ichibei Kudo 

We will discuss thoroughly changes and transitions of essential qualities in educa-

tional laws， especially the educational system. 

第二次大戦前後の教育法規とその本質についての

論究している。
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(
勅
令
下
〉

の
教
育
法
規

第
一
節

一
、
教
育
勅
語
の
も
と
で

Vo1.28-A. 

我
国
の
近
代
的
な
教
育
制
度
は
明
治
五
年
八
月
二
日
に
出
さ
れ
た
学
制
に
は
じ
ま

る
①
。

平成5年，

こ
の
学
制
を
出
す
に
あ
た
り
、
被
仰
出
書
(
お
お
せ
い
だ
さ
れ
た
者
〉
と
言
う
布

告
が
出
さ
れ
て
居
り
、
当
時
と
し
て
は
大
変
進
歩
的
な
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
②
。

こ
の
学
制
が
公
布
さ
れ
て
の
ち
大
体
明
治
六
年
頃
か
ら
各
地
に
学
校
が
開
か
れ
始

め
た
。し
か
し
そ
こ
で
教
え
ら
れ
る
内
容
は
修
身
は
、
日
本
道
徳
と
儒
教
道
徳
、
又
国
史

は
歴
代
天
皇
の
編
年
史
で
人
民
の
生
活
と
か
け
は
な
れ
た
内
容
で
あ
っ
た
と
言
う

③
。
又
も
う
一
つ
の
特
性
は
所
謂
勅
令
主
義
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
④
。

そ
れ
に
し
て
も
敗
戦
(
昭
和
ニ

O
年
)
以
前
の
我
国
の
教
育
と
法
の
特
質
は
、
絶

対
主
義
的
な
天
皇
制
国
家
権
力
に
よ
っ
て
強
行
的
に
つ
く
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て

い
る
。
日
本
の
近
代
的
な
教
育
制
度
は
、
一
八
七
二
(
明
治
五
・
八
・
三
)
年
の
「
学

制
」
に
よ
っ
て
発
足
し
た
。
「
学
制
L

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
行
政
制
度
や
ア
メ
リ
カ

の
学
校
制
度
を
模
し
て
構
想
さ
れ
、
国
民
皆
学
を
期
す
る
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
政
策
は
、
教
育
を
人
民
の
権
利
と
し
て
人
民
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
べ

き
事
業
と
し
て
構
想
す
る
も
の
で
は
な
く
、
維
新
政
権
の
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
の

国
策
に
役
立
つ
教
育
を
つ
く
り
だ
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
政
策
的

に
創
出
さ
れ
た
教
育
と
法
は
、
そ
れ
ま
で
の
社
会
に
お
い
て
営
ま
れ
て
い
た
民
衆
の

教
育
的
環
境
と
は
全
く
断
絶
し
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
民
衆
の
教
育
要
求
や
意
識

を
無
視
し
て
権
力
的
に
強
制
さ
れ
た
。
「
学
制
」
は
そ
の
外
見
上
の
進
歩
性
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
本
質
的
に
人
民
の
教
育
要
求
に
た
い
し
て
敵
対
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
民
衆
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の
激
し
い
抵
抗
に
さ
ら
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
れ
を
助
長
し
た
の
が
一
つ
は
徴
兵
令
の

発
布
(
明
治
六
年
)
も
う
一
つ
は
地
祖
改
正
条
例
の
発
布
(
明
治
六
年
)
だ
っ
た
。

国
民
大
衆
は
こ
の
一
連
の
政
策
に
反
抗
し
て
各
地
で
立
ち
上
り
、
明
治
六
、
七
年
ご

ろ
か
ら
全
国
各
地
に
焼
き
打
ち
事
件
が
も
ち
上
っ
た
⑤
。

寸
尚
子
制
」
の
壮
大
な
教
育
計
画
は
、
政
府
の
強
力
な
推
進
に
も
か
か
わ
ら
ず
破
綻

し
た
。
そ
こ
で
明
治
二
一
年
九
月
、
新
し
い
「
教
育
令
」
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の

制
度
に
な
ら
っ
た
寸
よ
り
自
由
な
」
「
改
正
教
育
令
L

に
改
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
翌

年
に
は
再
び
国
家
的
強
制
を
軸
と
し
た
も
の
に
改
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
当
時
勢
い
を

ま
し
つ
つ
あ
っ
た
自
由
民
権
運
動
へ
の
対
応
と
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当

時
の
政
権
の
不
安
定
さ
を
反
映
し
て
教
育
政
策
は
動
揺
し
、
戦
前
に
お
け
る
教
育
と

法
の
体
制
が
固
ま
る
の
は
、
明
治
二
二
年
代
の
後
期
か
ら
明
治
二
三
年
代
に
か
け
て

で
あ
る
⑥
。

戦
前
の
階
級
的
な
差
別
・
選
別
の
複
線
型
学
校
体
系
は
、
明
治
一
九
年
森
有
札
に

よ
る
小
学
校
・
中
学
校
・
帝
国
大
学
・
師
範
学
校
と
い
う
各
学
校
別
の
「
学
校
令
L

制
定
に
よ
っ
て
基
本
的
に
成
立
し
た
、
戦
前
の
教
育
法
制
の
特
質
で
あ
る
。
教
育
立

法
は
天
皇
の
勅
令
の
形
式
で
行
う
と
い
う
も
の
で
、
前
年
に
発
布
さ
れ
た
大
日
本
帝

闇
憲
法
(
明
治
憲
法
〉
の
き
わ
め
て
制
限
さ
れ
た
立
憲
主
義
さ
へ
も
教
育
に
は
適
用

し
な
い
と
い
う
「
憲
法
上
の
一
大
変
例
」
の
慣
行
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
教
育

政
策
に
た
い
す
る
国
民
の
発
言
は
制
度
的
に
閉
ざ
さ
れ
た
。
教
育
の
内
容
の
根
本
は

「
教
育
勅
語
」
(
明
治
二
三
年
発
布
)
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。
勅
語
は
形
式
は
な
い

が
、
天
皇
の
つ
聖
諭
」
と
い
う
こ
と
で
動
か
す
こ
と
の
で
き
ぬ
教
育
の
大
方
針
が
定

め
ら
れ
た
。
教
育
法
規
や
行
政
的
な
施
策
に
お
い
て
教
育
勅
語
の
「
主
旨
に
沿
う
」
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べ
き
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
寸
教
育
勅
語
教
育
体
制
」
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

そ
の
前
年
の
二
二
年
に
は
「
御
真
影
」
(
明
治
天
皇
の
写
真
)
が
全
国
の
小
学
校
に
配

布
さ
れ
二
四
年
一
月
に
は
教
育
勅
語
が
配
ら
れ
、
そ
れ
以
来
教
育
は
天
皇
の
名
に
お

い
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
教
育
は
天
皇
へ
奉
仕
す
る
も
の
と
な
っ
た
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
教
育
の
あ
り
方
を
現
実
化
す
る
た
め
に
は
、
教
師
が
国

家
の
定
め
た
教
育
方
針
と
教
育
内
容
を
忠
実
に
実
践
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ

れ
は
教
師
か
ら
真
理
を
つ
か
む
力
を
奪
い
、
国
家
(
権
力
)
の
命
に
従
順
な
性
格
を

養
う
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
。
明
治
一
五
年
六
月
「
小
学
校
教
員
心
得
L

が
発

布
さ
れ
た
⑦
。
教
師
の
人
格
に
お
よ
ぶ
行
為
基
準
の
強
制
、
あ
る
い
は
森
有
札
に
よ

蹴
る
独
特
の
軍
陵
教
育
の
方
法
を
採
用
し
た
師
範
教
育
制
度
に
よ
る
寸
人
間
性
の
変
容
L

摘
な
ど
が
そ
の
天
皇
制
教
育
の
実
践
者
と
し
て
の
教
師
を
造
出
す
る
制
度
で
あ
っ
た
。

問
教
育
の
体
制
は
、
天
皇
(
国
家
)
の
権
利
で
あ
り
、
国
民
に
と
っ
て
は
「
臣
民
の

桝
義
務
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
根
本
原
理
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
国
家
教
育

伽
権
を
原
理
と
す
る
教
育
行
政
が
、
国
家
主
義
的
e

官
僚
主
義
的
な
特
徴
を
も
ち
、
中

山
削
央
集
権
的
な
組
織
構
造
を
も
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
に
は
独
自
の

蚊
教
育
行
政
組
織
が
な
く
、
一
般
行
政
組
織
の
な
か
で
教
育
行
政
が
行
わ
れ
た
こ
と
、

紅
教
育
に
関
す
る
法
は
、
教
育
行
政
に
適
用
さ
れ
た
行
政
法
と
し
て
の
「
教
育
行
政
法
L

に
他
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
事
情
か
ら
、
教
育
行
政
は
内
務
行
政
に
従
属
し
て

い
た
。
さ
ら
に
、
教
育
の
自
由
、
教
育
の
自
律
な
ど
は
、
事
実
と
し
て
存
立
し
え
な

か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
よ
う
な
観
念
を
容
認
し
う
る
余
地
も
な
か
っ
た
の
で

丸
山
v
h
v

。
明
治
三

0
年
代
に
入
っ
て
教
育
勅
語
教
育
法
制
の
整
備
が
す
す
み
、
日
本
資
本
主

義
の
発
展
に
と
も
な
う
国
家
の
教
育
要
求
に
み
あ
っ
た
教
育
制
度
の
拡
充
が
は
か
ら

れ
た
。
明
治
三
三
一
年
に
は
義
務
教
育
年
限
の
四
年
に
つ
い
て
就
学
義
務
規
定
が
強
化

さ
れ
る
と
と
も
に
授
業
料
不
徴
収
の
原
則
も
定
め
ら
れ
、
ま
た
「
教
育
費
国
庫
補
助

法
L

の
制
定
に
み
ら
れ
る
教
育
費
の
公
費
負
担
へ
の
き
ざ
し
も
で
て
き
た
⑧
。
し
か

し
国
庫
の
乏
し
い
当
時
、
そ
れ
は
公
学
費
総
額
の
一

O
%内
外
を
含
め
る
に
過
ぎ
な

か
っ
た
と
云
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
前
年
(
明
治
三
二
年
)
に
は
、
「
私
立
学
校
令
L

、

「
実
業
学
校
令
」
、
「
図
書
館
令
」
工
業
学
校
規
程
、
農
業
学
校
規
程
、
商
業
学
校
規

程
、
水
産
学
校
規
程
な
ど
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
教
育
制
度
の
拡
充
は
、

第
一
次
大
戦
後
の
新
し
い
社
会
状
況
の
も
と
で
一
段
と
そ
の
性
格
を
明
確
に
し
た
。

大
正
七
年
、
寸
義
務
教
育
国
庫
負
担
法
」
の
制
定
に
よ
り
教
員
給
与
の
一
部
国
庫
負
担

が
実
現
し
、
ま
た
新
た
に
「
大
学
令
L

が
制
定
さ
れ
、
私
立
大
学
が
認
め
ら
れ
、
高

等
教
育
機
関
の
大
拡
張
が
す
め
ら
れ
た
。
他
方
、
「
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
令
し
に

し
め
さ
れ
る
軍
事
教
育
の
徹
底
な
ど
、
い
ず
れ
も
新
た
な
帝
国
主
義
の
膨
張
政
策
が

教
育
政
策
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
大
正
九
年
代
か
ら
昭
和
五
年

代
に
か
け
て
、
労
働
者
@
農
民
の
階
級
闘
争
が
高
揚
し
、
人
民
の
教
育
へ
の
権
利
の

自
覚
が
発
展
し
、
階
級
的
な
立
場
を
明
確
に
し
た
教
育
労
働
者
組
合
も
組
織
さ
れ
、

人
民
の
思
想
に
た
っ
た
闘
い
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
教
育
を
め
ぐ
る
階
級
的

な
対
立
の
激
化
に
た
い
し
て
、
昭
和
三
年
、
大
学
@
高
校
生
の
社
会
主
義
運
動
へ
の

参
加
を
取
り
締
ま
る
こ
と
を
直
接
の
動
機
と
し
て
文
部
省
に
学
生
課
が
設
け
ら
れ

た

11-

そ
し
て
そ
の
整
備
さ
れ
た
中
央
組
織
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
⑨
。
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=
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団
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会
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こ
の
思
想
取
締
り
の
政
策
と
機
構
は
学
生
部
(
昭
和
四
年
)
、
思
想
局
(
昭
和
九
年
)
、

教
学
局
(
昭
和
二
一
年
)
と
強
化
さ
れ
、
教
育
全
体
に
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
教
育
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
的
支
配
に
猛
威
を
ふ
る
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
真
理
に
忠
実
た
ら

ん
と
し
た
学
者
も
学
生
も
教
員
も
行
政
的
に
抑
圧
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
特
高
警

察
の
逮
捕
、
拷
聞
に
よ
っ
て
生
命
を
奪
わ
れ
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
。
頭
髪
を
伸
ば

し
た
ら
、
喫
茶
庖
に
寄
っ
て
さ
え
も
学
生
狩
り
と
言
っ
て
逮
捕
、
拘
禁
さ
れ
た
時
代

へ
と
突
入
し
て
い
っ
た
。
筆
者
も
当
時
学
生
で
あ
り
、
記
憶
に
新
し
い
所
で
あ
る
。

子
ど
も
を
人
間
ら
し
く
育
て
よ
う
と
し
た
良
心
的
な
教
師
の
多
く
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

口
実
で
治
安
維
持
法
違
反
に
間
わ
れ
検
挙
、
投
獄
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
二
ハ
年
、

義
務
年
限
を
八
年
と
す
る
寸
国
民
学
校
令
」
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
教
育
内
容
も
一
見

近
代
的
な
装
い
を
こ
ら
し
て
い
た
が
、
そ
の
本
質
は
「
皇
国
ノ
道
ニ
則
リ
テ
L

「
国
民

ノ
基
礎
的
錬
成
ヲ
為
ス
」
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
教
育
法
制
の
完
成
を
宣
言
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
教
育
が
教
育
の
自
己
否
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
は
、

数
年
を
出
ず
に
学
徒
動
員
、
学
童
疎
開
、
そ
し
て
学
徒
出
陣
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
そ

れ
は
昭
和
二

O
年
の
「
戦
時
教
育
令
」
に
よ
っ
て
そ
の
教
育
破
産
を
法
制
的
に
確
認

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
前
の
寸
天
皇

1
国
家
の
教
育
権
」
を
根
本
原
理
と
す
る
教

育
勅
語
教
育
体
制
が
内
包
し
て
い
た
「
反
教
育
し
の
本
質
は
、
こ
の
お
よ
そ
七

O
年

の
歴
史
の
な
か
で
事
実
に
お
い
て
証
明
さ
れ
て
い
る
と
み
る
論
者
も
い
る
。

と
こ
ろ
で
戦
争
中
の
教
育
を
引
き
ず
っ
て
行
く
機
関
ら
し
く
教
学
局
が
つ
く
ら
れ

た
の
は
昭
和
二
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
前
々
か
ら
教
化
動
員
の
中
心
的
機
関
た
る
役
割
を
も
っ
て
い
た
文
部
省
の

学
生
課
と
学
生
や
教
員
の
思
想
取
締
り
の
中
心
機
関
で
あ
っ
た
思
想
局
と
合
わ
せ
て

独
立
さ
せ
た
も
の
で
敗
戦
ま
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
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第
二
節

日
本
国
憲
法
(
所
謂
新
憲
法
)

の
も
と
で
の
教
育
法
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一
。
戦
後
教
育
法
規
の
改
正

昭
和
二

O
年
八
月
一
五
日
、
我
が
国
が
無
条
件
降
伏
す
る
や
い
な
や
ア
メ
リ
カ
軍

を
中
心
と
す
る
連
合
軍
の
日
本
占
領
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
二
一
年
三
月
末
ま
で
の
聞

に
連
合
軍
最
高
司
令
官
マ
ッ
カ

l
サ

l
の
命
令
に
よ
り
教
育
の
上
で
も
極
め
て
重
要

な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

今
ま
で
の
日
本
の
教
育
や
文
化
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
た
軍
国
主
義
的
超
国
家
主

義
的
傾
向
を
取
り
去
る
こ
と
に
力
が
注
が
れ
教
育
に
つ
い
て
の
指
令
や
覚
書
が
次
々

に
出
さ
れ
教
育
の
一
大
改
革
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
教
育
改
革
は
、
「
教
育
基
本
法
制
し
と
よ
ば
れ
る
も

の
を
う
み
だ
し
た
。
こ
れ
は
、
天
皇
制
と
明
治
憲
法
の
も
と
で
の
、
戦
前
日
本
の
教

育
法
制
と
も
い
う
べ
き
「
教
育
勅
語
法
制
」
と
対
比
さ
れ
る
。

ま
ず
、
戦
後
教
育
改
革
の
歴
史
過
程
の
特
徴
を
、
簡
単
に
述
べ
れ
ば
次
の
通
り
で

あ
る
。敗
戦
直
後
の
時
点
で
、
日
本
の
支
配
者
は
、
国
民
を
侵
略
戦
争
に
か
り
た
て
た
戦

争
責
任
に
無
反
省
の
ま
ま
、
国
体
護
持
(
天
皇
制
維
持
)
と
教
育
勅
語
擁
護
を
基
本

と
す
る
旧
態
依
然
た
る
教
育
政
策
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
し
か
し
、
連
合
国
の
初
期

民
主
化
政
策
や
、
戦
後
再
建
さ
れ
た
教
育
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
の
き
び
し
い

批
判
を
前
に
、
教
育
政
策
は
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
憲
法
の
教
育
条
項
(
一
二
ハ
条
)

や
教
育
基
本
法
の
制
定
を
は
じ
め
、
教
育
改
革
の
立
案
と
実
施
へ
と
進
ん
で
い
く
の

で
あ
る
。

- 12 -

先
づ
、
第
一
は
、
教
育
制
度
の
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
の
覚
書
な
ど
、
日
本

教
育
制
度
を
管
理
す
る
た
め
の
い
く
つ
か
の
指
令
が
出
さ
れ
た
の
が
昭
和
二

O
年
一

O
月
二
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
即
ち
連
合
国
最
高
司
令
部
指
令
日
本
教
育
制

度
に
対
す
る
管
理
政
策
で
あ
る
。

次
は
昭
和
二

O
年
一

O
月三一

O
日
連
合
国
軍
最
高
司
令
部
指
令
教
育
及
ビ
教
育

関
係
官
の
調
査
除
外
認
可
に
関
す
る
件
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
教
職
追
放
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
三
は
昭
和
二

O
年
二
一
月
一
五
日
連
合
国
軍
最
高
可
令
官
総
司
令
部
参
謀
副
官



523 

第
三
号
国
家
神
道
、
神
社
神
道
に
対
す
る
政
府
ノ
保
証
支
援
、
保
全
監
督
、
並
ニ

公
布
の
廃
止
に
関
す
る
件

更
に
昭
和
二

O
年
一
一
一
月
一
一
二
日
に
第
四
の
指
令
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令

部
参
謀
副
省
第
八
号
一
修
身
日
本
歴
史
及
び
地
理
停
止
に
関
す
る
件

更
に
教
育
政
策
の
実
施
内
容
を
示
す
す
る
も
の
と
し
て
次
の
米
国
教
育
使
命
団
報

告
書
(
昭
和
一
二
年
三
月
三
一
日
〉
及
び
第
二
次
訪
日
ア
メ
リ
カ
教
育
使
命
団
報
告

書
(
要
旨
〉
昭
和
二
五
年
九
月
二
二
日
〉
が
あ
り
我
が
国
教
育
に
少
な
か
ら
ざ
る
影

響
を
与
え
た
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
全
体
と
し
て
日
本
の
過
去
の
教
育
に

お
け
る
問
題
点
を
指
摘
し
つ
つ
、
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
民
主
的
な
教
育
の
理
念
、
方

法
、
制
度
な
ど
を
提
言
し
て
い
る
⑮
。

第二次大戦前後の教育法規と問題点

二
、
民
主
主
義
自
主
教
育
の
進
展

所
で
、
日
本
社
会
の
民
主
化
、
教
育
の
民
主
化
と
を
共
に
発
展
さ
せ
る
力
は
ど
こ

に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
日
本
国
民
自
身
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
個
々
人
に
と
っ
て
思
え
ば
様
々
で
あ
っ
た
古
い
教
育
に
郷
愁
を
感
じ
て

い
る
人
、
古
い
も
の
か
ら
脱
け
出
ょ
う
と
し
て
い
る
人
、
日
和
見
の
人
な
ど
で
あ
っ

た。
し
か
し
、
教
育
の
民
主
化
に
熱
意
を
も
っ
て
い
た
の
は
何
と
言
っ
て
も
教
職
員
組

合
文
教
関
係
従
業
員
組
合
等
で
あ
っ
た
。
文
部
省
の
職
員
組
合
で
も
昭
和
一
一
一
一
年

七
月
に
官
庁
の
民
主
化
の
た
め
進
ん
で
行
く
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
い
う
力
の
成
長
を
、
支
配
者
た
ち
は
恐
れ
た
。
口
で
は
民
主
化

を
唱
え
な
が
ら
、
職
場
や
教
育
現
場
や
日
本
社
会
の
民
主
化
に
は
熱
意
は
も
っ
て
い

な
か
っ
た
。

民
主
的
な
力
と
そ
れ
を
お
さ
え
よ
う
と
す
る
力
の
戦
い
は
今
で
も
続
い
て
い
る
。

し
か
し
、
連
合
軍
の
占
領
と
新
憲
法
の
公
布
の
下
、
種
々
の
民
主
的
改
善
が
な
さ

れ
た
。

先
づ
、
日
本
国
憲
法
は
、
教
育
基
本
法
の
公
布
と
教
育
勅
語
の
排
除
失
効
で
あ
る
。

日
本
国
憲
法
は
、
直
接
教
育
条
項
(
一
二
ハ
条
〉
を
設
け
、
基
本
的
人
権
の
一
環
と
し

で
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
明
記
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
学
問
の
自
由
(
二

三
条
)
な
ど
教
育
に
関
連
す
る
重
要
条
項
が
多
い
。
さ
ら
に
、
教
育
基
本
法
(
昭
和

二
十
二
年
三
月
)
は
日
本
の
教
育
の
重
要
な
指
標
を
掲
げ
た
画
期
的
な
法
律
で
あ
り
、

第
一
に
、
天
皇
制
教
学
と
国
家
主
義
教
育
・
軍
国
主
義
を
基
本
理
念
と
し
た
教
育
勅

語
を
否
定
し
、
教
育
勅
語
に
か
わ
る
新
し
い
日
本
の
教
育
宣
言
と
し
て
成
立
し
た
も

の
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
れ
は
、
日
本
国
憲
法
の
基
本
精
神
を
受
け
、
憲
法
に
内
在

す
る
教
育
理
念
を
具
体
的
に
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
原
則
は
、
教
育
勅
語
と
教
育
立
法
の
勅
令
主
義
の
慣
行
を
否
定
し
、
国
民
の

代
表
者
か
ら
な
る
国
会
に
お
け
る
制
定
と
い
う
民
主
的
手
続
を
重
視
し
た
か
ら
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
こ
の
原
則
に
従
っ
て
、
一
教
育
基
本
法
(
一
九
四
七
)
、
学
校
教
育
法
(
同
〉
、

教
育
委
員
会
法
(
旧
法
、
一
九
四
八
)
、
社
会
教
育
法
(
一
九
四
九
)
、
国
立
学
校
設

置
法
(
同
)
、
私
立
学
校
法
(
同
〉
、
文
部
省
設
置
法
(
同
)
、
教
育
公
務
員
特
例
法
(
同
〉
、

教
育
職
員
免
許
法
(
同
)
な
ど
の
重
要
教
育
法
律
が
制
定
さ
れ
、
「
教
育
基
本
法
体
制
L

が
発
足
し
た
。

こ
の
考
え
方
を
前
提
と
し
て
、
教
育
の
機
会
均
等
原
則
(
教
基
三
条
)
が
明
記
さ

れ
、
学
校
制
度
の
単
一
化
、
九
か
年
義
務
制
(
同
四
条
)
、
六
・
三
・
三
・
四
制
(
学

教
法
〉
な
ど
が
実
現
し
て
い
る
。
私
立
学
校
の
公
共
性
と
自
主
性
(
私
立
学
校
法
〉
、

国
民
の
自
己
教
育
・
相
互
教
育
を
本
質
と
す
る
社
会
教
育
の
分
野
に
お
け
る
、
国
民

の
教
育
の
自
由
の
一
環
と
し
て
の
社
会
教
育
の
自
由
(
社
教
法
〉
の
保
障
な
ど
が
注

目
さ
れ
る
⑪
。

と
く
に
、
教
育
基
本
法
は
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
と
民
主
主
義
を
積
極
的
な

教
育
目
的
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
軍
国
主
義
的
・
国
家
主
義
的
教
育
目
的
を
排
除

し
よ
う
と
し
、
「
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、
真
理
と
平
和
を
希
求
す
る
人
間
の
育
成
L

(
前
文
)
を
か
か
げ
て
い
る
。
こ
の
見
地
か
ら
、
次
代
の
主
権
者
で
あ
る
子
ど
も
に

た
い
す
る
政
治
教
育
の
尊
重
(
教
基
八
条
)
が
重
視
さ
れ
る
と
と
も
に
、
信
教
の
自

-13-
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由
と
政
教
分
離
に
も
と
づ
き
、
国
立
学
校
に
お
け
る
宗
教
活
動
の
禁
止
(
同
九
条
)

が
明
記
さ
れ
て
新
学
校
制
度
が
発
足
し
た
も
の
で
あ
り
、
平
和
と
民
主
主
義
権
利
と

し
て
教
育
を
受
け
る
権
利
を
明
確
に
し
て
い
る
と
言
え
る
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。

尾
吹
善
人

頁。

⑦
黒
田
茂
次

Mar.1993 

注

①

黒

田

茂

次

頁。

⑧
文
郎
省

他
編

明
治
学
制
沿
革
史

有
明
書
一
房

付
録

Vo1.28-A， 

②

王

城

肇

著

日

本

教

育

発

達

史

三

一

書

一

房

九

頁

。

玉
城
肇
教
授
は
筆
者
の
愛
知
大
学
に
お
け
る
思
師
で
あ
り
、
戦
後
間
も
な
い
昭

和
二

0
年
代
資
料
収
集
の
た
め
、
古
本
屋
を
歩
き
回
っ
て
ご
指
導
を
受
け
た
。

「
被
仰
出
書
」
の
要
点
は
大
体
次
の
様
な
も
の
で
、
当
時
と
し
て
は
大
変
進

歩
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

⑪
文
部
省

⑨
玉
城
肇

⑮
文
部
省

平成5年，

イ

個
人
々
々
の
立
身
出
世
、
富
貴
栄
達
の
土
台
は
学
問
で
あ
る
。

教
育
は
徳
育
(
修
身
)
、
智
育
(
開
智
)
、
芸
育
(
才
芸
)
に
分
け
ら

れ
る
。

ロ

国
民
全
部
に
教
育
を
与
え
る
べ
き
こ
と
。

実
際
に
役
に
立
つ
学
聞
を
学
ぶ
べ
き
こ
と
。

学
費
等
は
国
民
一
人
々
々
が
負
担
す
べ
き
こ
と
。

③

王

城

肇

著

前

掲

書

一

O
頁

ノ、ホ
黒

田

茂

次

他

編

④
教
育
研
究
会
編

前
掲
書

教
育
法

付

録

四

十

一

頁

。

ぎ

ょ

う

せ

い

一

一
頁
。

⑤
王
城
肇

著

前
掲
書

一
七
頁
。
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⑥
文
部
省

学
制
百
年
史

ぎ
ょ
う
せ
い

二

O
頁。

他
編

他
編

前
掲
書

主
十
恒

前
掲
書

前
掲
書

教
育
関
係
基
本
法
規
集

前
掲
書

九
九
九
頁
。

五
七
頁
。

前
掲
書

一
三
七
頁
。

一
一
六
頁
。

一
一
九
頁
。

有
斐
閣
新
書

/¥ 
七
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